
18 火星it何逮から來る？

ものではなく，むしろ著しく黄道帯に密集してみる．しかし，それでも黄

＊9150。乃至190。あたりの黄道の南北10．ほさ（邸ちてんびん，さそり，いて，

へびつ加ひの諸星座）は火球の輻射鮎が少ない．殊にフイシヤー氏の材料

では，

　　毎年十月十四日から同二十五日まで，　　払つじ座ξ星附近，

　　同　十一月五日から同二十五日まで，　　うし座ε星附近，

　　同　十二月入口から同十六日まで，　　　ふたご座θ星附近

に多く火球の輻射鮎が密集してみる．

　此等の事實から考へるε，一般の流星こ，火球εは，二項，決して根本

的に違っkものではないらしい．そして，流星は多く彗星S關係があった

りして，明らかに吾が太陽系内のものなのだから，火球も恐らくは太陽系

外のものではあるまいミ思はれる，ニスル・ホフマイマターの目録中に速

度が多く双曲線的ミ現はれてるるのは観測上の系統的誤差から來るものら

しいεいふこミである，一何E言っても，流星や火球の輝やく時間を目

測するほさ困難なこεはない．写れは將來爲眞術によって成功しなければ

ならない重大問題である．

　ちなみに，昨年六月こ二十九日，奉天で山本氏が撮影した火球は疑ひもな

く井ンネク流星群のものである．今年八月二十七日に關東一一一ms｝で見えた大

火球は，多分はくてう座・星附近の輻射鮎に属するものらしい．

鹿児島で観ずこ火球の懐ひ出

村　上　　忠　敬

　先頃珍らしい大きな火球が飛んだε云ふここを聞いて，藪年前私が鹿児

島市の自分の家で観察しtc火球のこεを思ひだした．

　それは1924年（大正十三年）十二月十四日のこεである，私が庭に出て居

ナこSき突然白い光が地上に木葉の影を投じ，その影が移行して行くので，

びっくりして南の室をふりむいた．私の眼に映ったのは圖に示す様な火球
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であっナこ，時間を聞くε，正に午後六時五分であった．地上に投じた影か

ら察するε，天の北極近く（アンドロメ座）から現はれて殆ん♂天の経線に

沿ふて南下した様である．速さも可成り早かった．その時は未だ日浸後間

もない薄明りであっteが，その時の部憶によるε光はたしかに満月をしの

ぐ程のものであった．

　囲にある襟に頭が大きく頭部から火の粉を四散し長い尾を引いてゐナこ・

丁度仰角30度南々東に來て突Xt7R失しナこ．光り初めてから優に五秒はナ：つ

てみる．その時屋外に居て此の火球を見た人も少くないが，すべての人を

驚かしたのは丁度それから五分経って起つk爆鳴であった．これが火球の

爆破のざき起つたものこして計算するミ，丁度鹿三島野口附近の頭上にな

る．從って高さは約40粁内外であらう因みに此の火球の地面に達したのを

見届けた入は誰も居ないし，又落ちナこε云ふ話をきかないから，爆鳴ε共

に限砂になって散ったものε思はれる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こNに掲げた圖は，
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その時すぐ，忘れない

様にスケッチしておい

たものを忠實に模爲し

たものである．火ex　s

一緒にその近くに見え

た星はくぢら座のべ星

E火星位のものだっナこb

其の美はしかった火球

の光は今尚忘れ難いも

のである．頭の前面は

うすくれないで後の大

部分は線銀色の著しい

光を放ち，幾つも連っ

てみる尾の部分ε頭部

から放射する火の粉ε

は赤かつt。


